
令和５年１２月市議会定例会議 

経済民生常任委員会資料 ２ 
 
 

１ 議案第１２１号 
令和５年度福島市一般会計補正予算（商工観光部所管分） 

（１）工業振興費（企業立地課）                     …Ｐ２ 

（２）商工振興諸費（商工業振興課）                   …Ｐ５ 

   （３）【債務負担行為補正】商店街等活性化イベント支援事業費（商工業振興課） 

                                       …Ｐ６ 

（４）【債務負担行為補正】街なかテーマぱーく事業費（商工業振興課）   …Ｐ７ 

     （５）【債務負担行為補正】ふくしま花回廊推進事業費（観光交流推進室）  …Ｐ８ 

     （６）【債務負担行為補正】地域資源を活用した観光コンテンツ創造支援事業費 

（観光交流推進室）  …Ｐ１０ 
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１ 議案第１２１号  令和５年度福島市一般会計補正予算（商工観光部所管分） 

 

（１）工業振興費（企業立地課）                            （補正予算説明書 Ｐ９） 

 ① 企業立地促進費  １，５３０千円（負担金補助及び交付金） 

企業立地促進条例に基づく奨励措置として、立地企業に対して「雇用奨励助成金」、「操業奨励助成金」を交付する。 

 

 

 

 

  

【雇用奨励助成金】

17人

うち新規地元
常用雇用

4人

1人あたり
助成額

20万円

助 成 額
（円）

800,000
3年間のうちの

2年目
令和3年条例

（太平寺地内）

適用条例

㈱アルテッツ 製造業
民有地

補助対象
期間

企業名 業種 立地場所
当該事業所
従業員数

【操業奨励助成金】

企業名 業種 立地場所
取得面積
（㎡）

助成内容
助 成 額
（円）

補助対象
期間

適用条例

㈱リゾーム 製造業
民有地

2,091.49
固定資産税相当額
（上限1,000万円） 730,000

3年間のうちの

3年目
平成30年条例

（飯坂町平野地内）
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□福島市企業立地促進条例 

 

〔令和 3年条例 別表抜粋〕 

 

 

 

 

 

 
〔平成 30年条例 別表抜粋〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 交付要件 助成額 

雇
用
奨
励 

助
成
金 

㈠ 用地取得助成金の決定を受けた企業であること。 
㈡ 新規地元常用雇用者を操業開始日から１年以上 

継続して雇用すること。 

新規地元常用雇用者 1人につき 
1年間雇用するごとに 20万円とし、 

対象期間は操業開始日から 3年間 
特定集積産業にあっては、5年間 

 交付要件 助成額 

操
業
奨
励 

助
成
金 

㈠ 用地取得助成金の決定を受けた企業又は工業団地内の 
市長が指定した区画に立地した企業であること。 

固定資産税額に相当する額とし、 
対象期間は 3年間 
特定集積産業にあっては、5年間 

※上限額 1,000万円（1年あたり） 
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奨励措置対象企業の概要 １ 

１ 立地企業 

（1）企 業 名   株式会社アルテッツ 

（2）本社所在地  福島市上名倉字文地９番地の１６ 

（3）代 表 者   代表取締役 桜井 芸 

（4）設  立   平成１１年７月 

（5）従業員数   ６９名（令和５年９月現在） 

（6）事業内容   半導体用石英ガラス部品加工 

 

２ 立地概要 

（1）立地場所   福島市太平寺字古内４５－２ 

（2）操業開始   令和３年６月 

（3）従業員数   １７人 

 

奨励措置対象企業の概要 ２ 

１ 立地企業 

（1）企 業 名   株式会社リゾーム 

（2）本社所在地  郡山市田村町金屋字下夕川原１６６ 

（3）代 表 者   代表取締役 桑原和久 

（4）設  立   平成８年６月 

（5）従業員数   ７３人（令和５年７月現在） 

（6）事業内容   機械・電気・電子(通信、音響、計測機器) 

等の設計開発、製作 

２ 立地概要 

（1）立地場所   福島市飯坂町平野字西原６４－１ 

（2）操業開始   令和元年８月 

（3）従業員数   ２２人  

たくみ 
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（２）商工振興諸費（商工業振興課）                                                          （補正予算説明書 Ｐ９） 

 

①  商店街等活性化イベント支援事業費  ４,０００千円  
 

○「商店街等活性化イベント補助金」における不足見込額の追加 

商店街等が実施する新しい生活様式や感染予防に対応したイベントにかかる費用の一部を補助し、それらの推進と定着を促すことで商店街等の 

賑わい創出と地域経済の活性化を図ることを目的として本事業を実施している。 

本年５月の新型コロナウィルス感染症の５類移行により、各イベントの４年ぶりの通常開催が相次いでいることに加え、新規イベントも多数開催

されるなど下半期の事業費が不足することが見込まれることから、不足見込額を追加するもの。 
 
    ○ 事業概要 

      ア 内  容   【商店街等活性化イベント補助金】 

実施期間 ：令和 6年 3月 31日まで 

対象事業 ：地域経済の活性化を目的として開催するイベント等で商業の振興に資するもの 

対象事業者：イベント開催実行委員会や団体、商店街組合等 

（規約等により代表者が存在し、会計管理が適切になされている任意団体を含む） 

補助額等 

・中心市街地 … 補助率 1/2・上限 50万円 

・商店街が実施するもの … 補助率 2/3・上限 50万円 

・複数団体が連携し、地域活性化が広く図られるもの … 補助率 2/3・上限 300万円 

・上記以外 … 補助率 3/10・上限 30万円  
 

イ 現在までの経過 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）

年度 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

補助率 3/10 1/2・2/3 3/10・1/2・2/3

限度額 300・500

予算額 22,000 41,500 30,000 35,000 30,000

決算額
（件数）

20,232
（50件）

15,153
（29件）

22,702
（51件）

33,079
（65件）

26,500
（63件）

2/3

500

※Ｒ５は９月末現在
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（３）【債務負担行為補正】商店街等活性化イベント支援事業費（商工業振興課）        （補正予算説明書 Ｐ１２） 

  

 

 

 

 

 

 

   令和６年度に開催するイベントについて、イベントが少ない傾向にある春季の開催を積極的に支援するため、令和５年度中の補助交付決定ができる 

よう債務負担行為を設定するもの。 

 

  ○事業概要 

① 実施期間 ：令和 6年 4月 1日から令和 7年 3月 31日まで ※令和 6年 1月 9日から補助交付申請受付 

② 対象事業 ：地域経済の活性化を目的として開催するイベント等で商業の振興に資するもの 

③ 対象事業者：イベント開催実行委員会や団体、商店街組合等 

④ 補助額等 ：ⅰ 中心市街地 

・・・補助率 1/2・上限 50万円 

◆４月～７月実施の場合 補助率・上限額を１割増 

◆複数日実施の場合 上限額５割増 

ⅱ 飯坂・松川・飯野商工会管内 

・・・補助率 1/2・上限 50万円 

ⅲ 複数団体が連携し、地域活性化が広く図られるもの 

・・・補助率 2/3・上限 300万円 

ⅳ 上記以外・・・補助率 3/10・上限 30万円 

 

 

 

  

（単位　千円）

事　　　　項 期　　　間 限　　度　　額

 商店街等活性化イベント支援事業費
令和５年度から
令和６年度まで

 36,000

- 6 -



（４）【債務負担行為補正】街なかテーマぱーく事業費（商工業振興課）              （補正予算説明書 Ｐ１２） 

  

 

 

 

 

   ミニ遊園地や体験型アミューズメントを中心に、街なか全体で子どもたちを楽しませる「街なかテーマぱーく」を令和６年５月に開催するため、 

令和５年度内の事業着手が必要であることから、債務負担行為を設定するもの。 
 

 ○事業概要 

ア 内  容 街なかこどもの日 ～街なかテーマぱーく２０２４～ 

・街なか全体でおもてなし（限定お子様ランチの提供などの商店街等連携事業） 

・キッズコンテンツ（ロードトレイン、バッテリーカー、大型遊具、縁日コーナーなど） 

       ・ステージショー 

       ・フードコンテンツ（キッチンカーなど） 

       ・その他（ＶＲ体験教室など） 

イ 開 催 日 令和６年５月（予定） 

ウ 開催場所 駅前通り、まちなか広場、吾妻通り、ほか 

   

※財源 福島県地域創生総合支援事業（サポート事業）補助金 補助率 3/4以内 上限 10,000千円 
 

○実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

（単位　千円）

事　　　　項 期　　　間 限　　度　　額

 街なかテーマぱーく事業費
令和５年度から
令和６年度まで

 10,000

年　　度 Ｒ４ Ｒ５

開 催 日 R4.11.13 R5.10.28

開催場所

内　　容

キッズコンテンツ
ステージショー
フードコンテンツ
その他（ＶＲ体験教室など）

開催日を「まちなかこどもの日」とし、左記
に加え、商店街の協力店舗による限定お子様
ランチの提供や、ＪＲＡの協力によるポニー
とのふれあい体験等を実施。

駅前通り、まちなか広場、吾妻通り　ほか
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（５）【債務負担行為補正】ふくしま花回廊推進事業費（観光交流推進室）            (補正予算説明書 Ｐ１２） 

（単位 千円） 

事項 期間 限度額 

ふくしま花回廊推進事業費 
令和５年度から 

令和６年度まで 
２４，６００ 

 

  ① ふくしま花回廊デジタルラリー事業費 ２３，９００千円（委託料） 
     

本市花回廊スポットの認知度向上及び来訪促進並びに花観光来訪者の市内飲食店等周遊による地域経済の活性化を図るため令和６年春の観光 

シーズンスタートに合わせてデジタルラリーを実施するもの。 
 

〇事業概要 

  ア）内   容   花回廊スポットや観光施設、飲食店等の対象スポットを巡り、デジタルスタンプを集め応募すると市内の温泉宿泊券、 

特産品などが当たるデジタルラリーを開催。 

  イ）期   間   令和６年３月２１日（木）から６月３０日（日）まで 

  ウ）対象スポット  花回廊スポット、観光施設、市内飲食店、観光果樹園（６月から）等 

  エ）賞品（予定）  ふくしま三名湯宿泊券、ふくしまスイーツプレミアム認定商品、ふくしま地酒セット、 

            福島市特産品詰め合わせ等  合計１，９２９
・  ・ ・ ・

本（行く！ふく！） 

  オ）予定スケジュール 令和５年１２月  プロポーザル公募 

               ６年 ２月  業務委託契約 

                  ３月  デジタルラリースタート（６月まで） 

  カ）抽選・賞品発送 

 

                

                     

 

抽選回 応募締切 賞品発送 

１回目 ４月末日 ５月上旬 

２回目 ５月末日 ６月上旬 

３回目 ６月末日 ７月上旬 
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② ふくしま花回廊推進事業補助金 ７００千円（補助金） 
 

     ふくしま花回廊スポットの来訪者数増加と満足度向上を図るため、各スポットが主体的に取り組む受入環境整備事業等に交付する補助金。 

     近年の温暖化の影響により、桜をはじめとした花の見頃が早まる傾向にあることから、４月前から受入環境整備等に取り組むことができる 

よう、債務負担行為として設定するもの。 
 

    〇補助対象  ふくしま花回廊スポット 

〇補助内容 

区分 補助対象事業 補助率等 

魅力向上事業 

花回廊スポットが独自に実施するもので、スポットの魅力向上に資する事業 

（例） 

・仮設トイレ設置  ・案内看板設置  ・遊歩道整備   

・パンフレット作成 等 

８／１０以内 

上限１００千円 

周遊促進事業 

花回廊スポット同士が連携し、観光客等の市内周遊に資する事業 

（例） 

・地域を周遊するマップの作成 

・人材育成をはじめとした合同研修の開催 等 

１０／１０以内 

上限２００千円 
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（６）【債務負担行為補正】地域資源を活用した観光コンテンツ創造支援事業費（観光交流推進室） (補正予算説明書 Ｐ１２） 

（単位 千円） 

事項 期間 限度額 

地域資源を活用した観光コンテンツ 

創造支援事業費 

令和５年度から 

令和６年度まで 
９，０００ 

 

  〇地域資源を活用した観光コンテンツ創造支援事業補助金 ９，０００千円（補助金） 
 

     本市の地域資源を活用し、観光誘客を促進することで地域経済の活性化につなげるため、県内外の観光客が訪れ、周遊、滞在したくなるような

観光コンテンツの発掘、磨き上げ、創造等に取り組む事業者に対し、予算の範囲内で補助金を交付する。 

     春の観光シーズンを含む通年にわたる観光コンテンツを創造する事業者への支援が可能とするため、年度末から事業の募集および決定ができる

よう、債務負担行為として設定するもの。 
 

   〇補助対象事業および補助率等 

№ 補助対象事業 補助率等 

(1) 

観光誘客の拡大が見込まれる本市の地域資源を活かした観光商品の造成、サービス開発、

販路拡大及び観光客の受け入れ整備を促進する事業 

（例） 

・インバウンド向けの日本文化体験プログラムの開発 

・福島市の四季を感じられるツアーの造成販売 等 
１／２以内 

上限１，５００千円 

(2) 

宿泊客の増加や交流人口の拡大、域内の観光消費による収益の地域内循環等が見込まれる

訴求力のあるイベント等を開催する事業 

（例） 

・市産果物を使った６次化商品開発と発信に係るイベントの開催 

・市内を周遊するサイクリングイベント開催と旅行商品化 等 
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